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CAIテクノロジー一とその実践教育

渋井二三男

　情報機器の急激な技術革新により，情報処理技術者を育成するための支援ツール

（CAI含む）は様々なシステムが開発され，価格も低廉化傾向にある。

　そこで，CAI導入，運用上，重要なことは

①学習者の目標を明らかにする。

②学習者のレベル，学習分野を明確に把握する。

③学習者の持っている学習環境を明確にする。

　例：ハードウエア資源，ソフトウエア資源，機種，パーソナルコンピュータ／エ

　　　ンジニアリングワークステーション有効所有台数……等

1．　CAI導入とその種類

　現在，学校内において，従来型の教育が見直されてきつつある。それは次の理由によるものが

多い。

　a　技術革新があまり速く，また，広く多様化しているため限られた人数のインストラクター

　　では対応しきれない場合がある。

　b　インストラクターを養成するためには，時間とコストがあまりにかかってしまう。

　　　特に，昨今の人手不足では優秀なインストラクターが確保しにくい。

　c　情報化社会の現在，あらゆる学校にCAIとして代行・転化できるパーソナルコンビュー

　　タを含めた情報機器が普及しているといって過言ではないであろう。

　d　最近では新入生は比較的コンピュータアレルギーは少ないといってもよいであろう。

　e　従来型の教育は集合教育であるため，個別学習には対応できない。
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　したがって，従来型の教育からCAIを利用した教育へと，一部の学校では摸索のための導入

が始まっている。

　当然，これら教育としてのCAIは，様々な学校の教育の目的，教育形態により，違ってくる。

また，学生の学習レベル，学習到達目標…等によって違ってくるのは当然であろう。

　それでは，教育としてのCAIにはどのようなものがあるのであろうか。

　ここでは，学校における最も一般的な教育としてのCAIを述べてみる。

2．フレーム型CAI

（4）フレーム型CAlの概要

　最も一般的なCAlであり，　CAIといえば，このタイプのものを想像してきまう人さえいる

ほどである。

　アメリカでは20余年前から，開発・導入が進み，学校教育の場での導入が盛んであり，

　日本においても約10年前から，開発・導入が進みつつある。

　このタイプCAIは，次のように3つに分類される。

①市販のフレーム型CAIの購入→CAIツールのパッケージ化

②ユーザからの仕様により，ユーザに合った（ユーザ対応）フレーム型CAIをソフト会社

　　にて，設計・製造する。

③ユーザ自身により，フレーム型CAIを設計・製造する。

　特に，情報処理学科をもった学校，あるいは情報処理系の学校では比較的設計・製造が容易で

あろう。

（2）フレーム型CAlの構造パターン

　一般的には演習問題（ドリル）型のタイプが多く，問題がコンピュータによって提示され，』学

習者が選択肢の中から正解を選ぶタイプである。

　この代表的な例としては，（財）日本情報処理開発協会中央情報教育研究所（Central　Academy

of　Information　Technology：CAIT）および情報処理振興事業協会（lnformation　Technology

Promotion　Agency　Japan：IPA）の作成した「情報処理技術者育成用標準カリキュラム」に準拠

しているCAROL「（Computer　Aided　Revolution　On　Leaning）システムがある。

　これは，情報処理技術者育成用標準カリキュラム」に準拠しているため高い品質を保つ教材と

して知られている。

　このCAROLシステムの；漂準的な構成例としてユニシスの構成図を図2に示す。
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図2　CAROLシステム構成図（ユ：：シス）

C　A　R　O　L　・　シ　　ス　　テ　　ム

ハードウエア 音声装置（CDプレイヤー，カセットテごブレコーダー）

パーソナル・コンピュータ

ソフトウェア 学　　習　　者　　の　　登　　録

学習制御システム 学　　習　　モ　　ニ　　タ　　一

w　　習　　結　　果　　の　　記　　録

諱@　面　　を　　作　　　る

tレーム，セグメント，モジュールを作る

教栩乍成システム

反　応　処　理　を　入　れ　る

jR情報を入れるなど

w習記録データの収集・印書
運用管理システム

教　材　の　運　用　管　理

コースウェア 教　材　プ　ロ　グ　ラ　ム

音　　　「声　　　教　　　材

e　キ　ス　ト　プ　ッ　ク

　このフレーム型のCAIはインストラクターによるレクチャにつづき，演習を通じ，どのくら

い理解したか確認する場合に適用すると効果的であることが知られている。

（3）℃Ajを使用した教育例

　フレーム型CAIを使用した教育としては，首都圏内にある某企業の情報システム部門の情報

処理教育の一環として実施されている教育である。

　①事例研究

　〔大手某銀行情報システム部門〕

　この情報システム部門は1，000人くらいの規模であり，主力は首都圏で900人くらい，残り100人
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は大阪に情報システム部門のブランチを設置し，主に銀行業務のオンライン業務処理，銀行業務

の機械化処理を実施している。

　入社1～15年経過した若手の中からシステム・エンジニア，プログラマを選抜し，各10人くら

いのチーム編成をし，表1に示すような通産省国家資格である各種「情報処理技術者試験」を中

心にした教育訓練を実施している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　企業研修実践例

入社年数 1～2年 3　年 5　年 10年以上

技術レベル 新入社員レベル 2種レベル情報処理

Z術者

1種レベル情報処理

Z術者

オンライン情報処理

Z術者

前提条件 特になし 新入社員研修終了が

]ましい

2種レベル情報処理

Z術者が望ましい

1種レベル情報処理

Z術者が望ましい

講義期間例 一般研修・自己啓

ｭ例えばハードウエ

A編のみであって

ｱの他のソフトウ

Fア編，プログラ

?言語平等の各講

Kが必要になる。

3時間／回×

@　　　（6～10回）

3時間／回×

@　　　（6～10回）

6時間／回×

@　　　（6～10回）

グループ学習 講義終了後演習問題は4～8入くらいの小グループに分類し，テ

[マを決め，特定の問題演習を実践する。

サポート教材 市販新入社員研修

pビデオ教材を使

pし，それらを実

H。

（1）情報処理技術者はCAIソフトを開発

@し，それらを実践

i2）ソフトウェアシミュレータを開発し，

@それらを実践。

@　（例：CASLシミュレータ）

（1）オンライン情報

@処理ビデオ教材を

@開発し，それらを

@実践。

i2）市販ビデオ教材

@を使用し，それら

@を実践。

　この教育訓練の場合，インストラクターから，学習者に対し，レクチャし，その確認をCAI

により実施する。

　一般企業における一斉教育訓練の回を重ねるごとに，教育訓練の目標の達成率，効率化などの

点から，次のような問題点があげられるが，これをCAIと対比すると表2の通りである。

　表2に示すように，CAIを利用した教育による効果は，計り知れないものがある。

　特に，文部省が小中高の学校にコンピュータを導入する計画が，昭和60年から着実に進み，平
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成6年度までに普及率100％をめざしている。

　当然，これらコンピュータアレルギーのない，コンピュータ教育を受けた若者が入学してくる

ことで，CAI化による教育訓練は必修の学校施策になることは間違いないであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2　教育校比較

教　　　育　　　学　　　校

CAIによる教育学校 一斉教育訓練（従来型）

理　　解　　度 個別授業となるので各個人の理解能力

ﾉ応じて教育訓練が進む

集合教育なので，各個人の理解力でな

ｭ，学習者の平均的理解度により，教

迪P練が進む

学習時間の利便性 マシンが相手であるため，学習者の時

ﾔに合わせ教育できる

インストラクターがいる授業中以外は

ｳ育困難

斬　　新　　性 CAIソフトを代えることで，常に斬

Vな問題にUP　DATEも可能

インストラクターの教育が必要とな

閨C時間・経費がかかる

映　　　　　　像 問題がすべて映像化されているので学

K者にとって，映像化時代にあって，

ｻ味をそそる

従来からの紙による問題であるため訓

緖ﾒにとって興味がわかない

　これらCAI導入による教育の効果をまとめてみると，次のようになるであろう。

　①学習者のレベルに応じたCAI個別学習による教育。落ちこぼれ防止。

　②パソコンなどによるパターン化した学習により，オートメーション化が進み，インストラ

　　クターへの省力化可能。

　③学習者の教育意欲をそそるような画面（動画，アニメーション……），効果的な音声，教

　　材，講義中には不可能とされるシミュレーション提示可能。

　④一斉教育ではないので，個別に，ヒント，解説，解答用語解説など様々な教育形態に対

　　応可能となっている。

　以上のようなCAIによる教育の効果が明らかにされている。

　〔CAIシステム導入のポイント〕

　学校における教育にCAIシステムの導入を検討する場合，どのような手順・ポイントを注意

すればよいであろうか。

　次にCAI導入の留意点を列挙してみる。

　a　学習者側の学習目的を明確にする。

　　　例：情報処理技術者の国家試験合格　オンライン情報処理技術者の国家試験合格
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b　学習者の学習時間，学力水準の明確化

　　例：学習期間：4月～9月

　　　　学習レベル：高校卒業程度の学力水準

。　訓練のための予算枠（開発……等のすべてのコスト含む）

d　CAI導入には，具体的に次の3つのパターンが考えられる。それぞれの特徴を生かし導

　入を検討すべきであろう。

表3　導入パターン

オーサリング・コースウ

Fアとも開発

オーサリング市販購入，

Rースウェア開発

オーサリング・コースウ

Fアとも市販購入

　経　済　性

i開発コスト含む）
× △ ○

適　応　性 ○ △ ×

　導入期間
i準　備　時　間）

　　　×

i1年～5年くらい）

　　　△
i半年～2年くらい）

　○

i即使用）

上記いずれの3パターンでの共通項目について次に述べる。

①ハードウエアは現在の16bitパソコンで充分であるが，欲を言えばハイパーメディア使用

　可能なパソコンなら，一層良いCAIシステムが構築できよう。

②当然，動画面，ヘッドホン，更に手書入力のシステムがあれば一層良いCAIシステムが

　構築できよう。

記憶の定着のイメージを述べると，

③静止画像，動画像が自由に設定できる。

④他のコースウェア，シミュレーションソフトが容易にインタフェースをとれること。

　最後に，本稿を執筆する上で，総合法令

に感謝します。

上原克彦氏に多大な御指導をいただいたので，ここ
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〔図5．次々に登場するマルチメディア対応CAIシステム〕

・NTTラーニングシステムが販売する「NTT－CAL」

高精細ディスプレイ（14インチ，8色全角文字40字×20行）

学習管理装置（端宋接続最大60台，
最大6000人の学習記録可能）

光ビデオ・ディスク
（5万4000フレーム，動画片面30分）

　　　　（p

高精細処理部

　　　　　　　　　制御部
　　　　　（16ビットMPU）

＿冒ﾐ一　　一遇冒

　キーボード、
（JIS6233準拠）

。

漢字プリンタ

・日本ユニパック情報システムのLEARN
UPを使ったVTR－CAIシステム
　　　　　　　　　マルチスキャン・
　　　　　　　　　ディスプレイ

VTR

制御部
（Compudent　II）

客
VTRコントローラ

音声装置（LEARN　UPII） キーボード

〔表4　CAIソフトウエア構成〕
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